■この子にとって今一番必要な支援（核心）
▶結論
「安心して動ける身体を土台に、“できる経験”を確実に積ませ続けること」

■なぜこれが核心か（発達構造）
不安が強い → 動けない
動けない → 自信が持てない
自信がない → 学校に向かえない

逆にこの子はすでに
動ける遊び → 楽しい
楽しい → 自信
自信 → 学校へ
という正の循環に入り始めている状態

👉これを「途切れさせないこと」が最重要

■具体的に必要な支援（実践レベル）
①身体の安心を最優先にする
トランポリン・バランス・揺れ・押す引く運動
水・外遊びなど「安心して動ける環境」
姿勢・体幹を整える遊び


👉目的：
“怖くない身体”をつくること

②「できる範囲」で挑戦させる（ここが最重要）
いきなり集団ではなく
→ 小集団 → 慣れた人 → 段階的
成功率7〜8割の課題設定

👉目的：
成功体験を切らさない

③評価の質を変える（認め方）
「できたね」ではなく
→ 「やろうとしたね」
→ 「さっきよりできたね」
結果より過程を評価

👉目的：
自己肯定感の土台を強くする

④見通しを与える（不安軽減）
活動の順番を事前に伝える
先の見える支援（予告・説明）


👉目的：
不安で止まることを防ぐ

⑤頑張りすぎの調整
疲れる前に終わる
「やめていい」を保障

👉目的：
崩れを防ぎ、安定を維持する

■やってはいけない支援（重要）
無理に集団へ入れる
「みんなと同じ」を求める
できていない部分を指摘し続ける
不安状態で挑戦させる

👉これをすると
一気に逆戻り（不登校再発リスク）

■支援のゴールイメージ
「やってみようかな」が増える
少しの不安でも動ける
できることが自然に増える
学校が「行ける場所」になる

■一言で言うと
👉 この子は「安心できた分だけ伸びる子」
